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当科におけるＣ型慢性肝炎に対する瀉血療法
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　要旨：Ｃ型慢性肝炎５症例に対して瀉血療法を行った．全症例で血清 ALT 値の著明な低下を認め，合

併症は特に認めなかった．長期継続例では，４８ケ月間血清 ALT 値の正常化を維持していた．瀉血療法

は，肝線維化の進展の抑制，発癌抑制さらには，インターフェロン治療効果の増強についても期待されて

おり，Ｃ型慢性肝炎に対する安全かつ有効な治療法の一つと考えられた．
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